
第46回日本水環境学会年会優秀発表賞（クリタ賞）を受賞して

この度は，日本水環境学会優秀発表賞（クリタ賞）と
いう大変名誉ある賞をいただくことができ，非常に嬉し
く思っております。本学会を運営していただいた関係者
の皆様，（公益財団）クリタ水・環境科学振興財団の皆様，
および審査していただいた先生方に厚くお礼申しあげま
す。

私は，下水処理のアプローチとして嫌気性処理と膜分
離技術を組み合せた方法の検討を行いました。現在の標
準活性汚泥法に代表される好気性処理は，処理のために
多大な曝気エネルギーが必要であること，大量の余剰汚
泥が発生するため汚泥処理設備および処理のためのエネ
ルギーが必要であることが問題となっています。そのた
め，下水を省エネルギーに処理するプロセスの開発が求
められています。嫌気性処理は嫌気性微生物のはたらき
により下水中の有機性成分を分解するため，活性汚泥法
のような曝気動力が不要なため省エネルギーなプロセス
であり，メタン生成細菌により生成されるバイオガスを
回収利用することが可能なため創エネルギーなプロセス
であるといわれています。一方で，従来の嫌気性処理シ
ステムでは下水などの比較的低濃度の排水を対象とした
処理が困難であるといわれてきました。そこで私たちは
嫌気性処理に膜分離技術を組み合わせた嫌気性膜分離法
を下水処理に適用する試みを行いました。

私の研究は，実際の下水には浮遊性物質（SS）が含
まれていることに着目し，下水中に含まれる SS 成分が
嫌気性膜分離法にどのような影響を与えるのかというこ
とについて模擬下水を用いて検討しました。その結果，
SS 成分が含まれる下水であっても，嫌気性膜分離法に
よって良好に処理することが可能であることが示されま
した。また，分離膜の連続使用における挙動を明らかに
し，システムに投入された SS 成分の挙動を推定しまし
た。これらの結果は，嫌気性膜分離法を下水処理へ適用
できる可能性を示すものであり，今後は実際の下水等を
用いて検討を行っていく必要があると考えられます。

ポスター発表では多くの方と直にディスカッションを
することができ，今までの自分になかった視点をコメン
トしていただくなど，非常に有意義な機会であったと思
います。今回得られた経験をもとに，より良い研究を行っ
ていけるよう努力したいと思います。

最後になりましたが，本学会関係者の皆様，発表会場
で有意義な質疑をしていただきました皆様にお礼申しあ
げます。また発表資料の作成に当たり多くの助言をいた
だきました東北大学原田秀樹教授，李玉友准教授，久保
田健吾助教，㈱クボタ若原慎一郎氏の各位に深く感謝い
たします。また，研究において私を支えてくださいまし
た環境保全工学研究室の皆様に心より感謝申しあげます。
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